
中期ＤＸ戦略
〈2024-2026〉

～「超建設」によるデジタルゼネコンの進化 ～
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建設事業の業務効率化
建設現場へのBIMを中心としたデジタル技術導入等、施工を中心にものづくりのデジタル化が進展

遠隔検査、遠隔監視、360°カメラ、構造AIシステム、
3Dプリンタ、BIMの活用

ものづくりをデジタルで

• 戦略のコンセプトである３つのデジタル化を軸に、柔軟な

働き方への対応や個々の現場の生産力向上、竣工後サービス

の市場導入が進んだ。

内部環境

• 事業横断、部門横断のデータ活用ニーズの高まり

• 経営に貢献するデジタル活用への期待増

• スピード感のあるデジタルサービスの導入

• デジタルスキルの差の拡大

• 生成AIをはじめとしたデジタル技術の活用による
企業競争の激化

• 顧客ニーズの多様化

• 難化するDX人材の獲得

• サイバーセキュリティリスクの増大

外部環境

デジタルゼネコンの進化とデータドリブン・ＤＸによる
経営・事業推進体制の強化

中期デジタル戦略 2020 振返り 環境認識

スマートシティ、病院等のＤＸを支援するソリューションを開発

DX-Coreを市場に展開、スマートシティや病院等への導入
デジトリ360竣工後のサービスを創出

デジタルな空間･サービスを提供

コロナ禍において柔軟な働き方ができる環境づくり、情報セキュリティ対策の強化

在宅勤務などの普及に合わせたリモートワークの環境構築や
帳票類（ワークフロー）の電子化、RPAによる業務自動化新たなワークスタイルに対応

ものづくりを支えるデジタル

「中期デジタル戦略 2020」の振返りと環境認識
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社 是

論語と算盤

真摯な姿勢と絶えざる革新志向により
社会の期待を超える価値を創造し 持続可能な未来づくりに貢献する

経営理念

新たなマインドセット「超建設」

中期ＤＸ戦略〈2024-2026〉

Shimzデジタルゼネコンの進化

持続的成長に向けた経営基盤の強化

中期経営計画〈2024-2026〉

スマートイノベーションカンパニー
『時代を先取りする価値を創造し続ける会社』

長期ビジョン

スマートイノベーションカンパニーに向けた

「超建設」 ＤＸ

「超建設」のマインドセットとデジタル技術により、

お客様や社会の本質的ニーズをより深く掘り下げると

ともに、既存の事業や組織の枠組みを超えた事業構造

(ビジネスプロセス、ビジネスモデル、サービス)、技術、

人財・組織のイノベーションを促進・融合を図る。

経営理念とＤＸの位置付け
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社内外データに基づき、時流を先読みした
的確な戦略立案・方針決定・フォローが
されている

顧客・社会のニーズを捉え、当社の強みと
デジタル技術を掛け合わせ、新たな価値
創出の取組が行われている

個々の人財の能力を可視化・共有する
ことでグループ全体の組織力が強化
されている

業務プロセス標準化と構造化データの
蓄積により、環境変化に対応可能な
DX推進基盤が整備されている

様々な業界のステークホルダーと協働
の輪を拡げ、業界を超えた機能連携が
されている

シミズが目指すＤＸ〈2030〉

私たちは、人とデジタルの力を最大限に発揮できる企業風土・文化へ変革し、

建設業界のＤＸを牽引するリーディングカンパニーを目指します。
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業務プロセス改革とデータ活用により、建設現場・サポート部署・管理部署などの

定型業務を５０％以上自動化し、時間や場所にとらわれない柔軟な働き方ができる

労働環境を実現する。

データとＡＩ技術をベースとした意思決定支援の仕組みを使いこなすことで、

より迅速で精度の高い判断によって収益力を高め、ROE10%以上を達成する。

業界の垣根を超えた、多様な関係者との連携を強化し、オープンイノベーションを推進する

ことで、新たな価値を提供するデジタルプロダクトを創発する。

防災、自然環境配慮、Well-beingなどの社会的ニーズを捉え、

ものづくりを軸としたデジタルサービスを提供し持続可能な社会づくりに貢献する。

シミズグループの人財の強みを可視化し共有することで、最大効果を生むチームビルディング

を実現し、顧客の期待を超える成果・価値を創出する。

様々な業界のステークホルダー
と協働の輪を拡げ業界を超えた
機能連携がされている

個々の人財の能力を可視化・
共有することでグループ全体の
組織力が強化されている

社内外データに基づき、時流を
先読みした的確な戦略立案・
方針決定・フォローがされて
いる

顧客 /社会のニーズを捉え、
当社の強みとデジタル技術を
掛け合わせ、新たな価値創出の
取組が行われている

業務プロセス標準化と構造化
データの蓄積により、環境変化
に対応可能なＤＸ推進基盤が
整備されている

シ
ミ
ズ
が
目
指
す
Ｄ
Ｘ

事業や組織の枠を超え、データを活用して時代を先取りする価値を創造し、

持続的に高い収益力を生み出す企業へ変革する

目指すＤＸから実現されるシミズの将来像〈2030〉
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中期ＤＸ戦略〈2024-2026〉

目指す姿の実現に向けて、2024～2026年度はＤＸにより機能連携を強化する

機能連携を
強化するＤＸ

中期ＤＸ戦略 〈2024-2026〉中期デジタル戦略 2020

・デジタルゼネコンの進化
・データドリブン・ＤＸによる経営・事業推進体制の強化

Ｄ
Ｘ
の
目
指
す
姿

2030

総合力を活かした
価値創出のＤＸ

様々な業界のステークホルダー
と協働の輪を拡げ業界を超えた
機能連携がされている

個々の人財の能力を可視化・
共有することでグループ全体の
組織力が強化されている

社内外データに基づき、時流を
先読みした的確な戦略立案・
方針決定・フォローがされて
いる

顧客 /社会のニーズを捉え、
当社の強みとデジタル技術を
掛け合わせ、新たな価値創出の
取組が行われている

業務プロセス標準化と構造化
データの蓄積により、環境変化
に対応可能なＤＸ推進基盤が
整備されている
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ワンストップでデータを繋げる
プラットフォームを整備する

環境変化に強い
基盤の整備

３

経営視点のＤＸを推進する
コアとなる組織を設立し、
社長直轄の運営とする

組織横断体制の構築１

デジタル技術とデータを俯瞰
的に活かせる人財を増強する

人財の育成・採用２

ＤＸの目指す姿

業務プロセス改革の実行
業務プロセス及び業務横断システムの再定義によりデータの流れを
組織横断で統一し経営に繋げることで、企業活動をデータで捉える
文化にする

データを活かしきる経営
様々な活動データと、市場データの掛け合わせにより、中長期的な
ポートフォリオを導出、意思決定の支援ができる仕組みをつくる

目標

重点
施策

体制 人財 IT基盤

中期ＤＸ戦略〈2024-2026〉の目標と重点施策
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a. 経営視点のDXを推進する社長直轄の組織を設立

b. 高度なデジタルのスキルを持つ人財を招集
（社外パートナーとの連携含む）

c. 事業・部門間の人財ローテーション

１ 組織横断体制の構築

体制

a. 役員・従業員のスキルとマインドの底上げ

b. DXコア人財のキャリアパス制定

c. シミズ・デジタル・アカデミーによるDXコア人財の
輩出

d. 高い専門性と貢献性が期待される高度DX人財の採用

２ 人財の育成・採用

人財

シ
ス
テ
ム
整
備

a. 業務プロセス横断のシステム統一

b. データ利活用基盤の構築

c. AI等の最新技術を効果的に活用するルール・環境整備

d. クラウド活用の高度化

e. レガシーシステムの削減

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

f. ゼロトラストの強化

g. リアルタイムモニタリングによる対応

h. 機能の統合によるリスク低減

i. 外部環境変化に合わせたガイドライン
の継続的な更新と教育による浸透

３ 環境変化に強い基盤の整備

IT基盤

重点施策
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狙い ① 役員･従業員のデジタルリテラシーの底上げ

② データとデジタル技術を活用し業務変革･新規ビジネス創出をリードするDXコア人財の育成

施策の具体例 デジタル教育の全体像「シミズ・デジタル・アカデミー」

部門
推薦

ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
Ｄ
Ｘ
コ
ア
人
財
用
）

公募

デジタルリテラシー人財
（全従業員）

デジタル化による業務効率化の意義を理解し、
ITツールを使いこなせる

STEP
1

集
合
研
修

階層別研修

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

デジタルリテラシーｅラーニング

全社情報系教育(初級)13講座

デジタルリテラシー教育

全従業員に必要なデジタルに関する
マインド・基礎スキルの習得する教育

デジタル活用人財
（2,000名以上）

高度なITツールを活用し、
部門内の業務の改善を図ることができる

STEP
2

ＤＸ入門ｅラーニング

デジタル活用教育

データ分析など業務で
デジタルを活用する人財向けの教育

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

集
合
研
修

公募型研修

資格取得支援

全社情報系教育(中級)25講座

ＤＸコア人財
（120名 育成・全部門配置）

内向き：① 全社・部門横断で業務プロセス改革をリードできる

STEP
3

外向き：② 既存事業を通じて、新しい価値をお客様に提供できる

③ 新規事業の創出ができる

ＤＸコア人財教育

セキュリティスペシャリスト

ソフトウェアエンジニア

ネットワークスペシャリスト

ＩＴテクニカル
プランナーコース

デジタルを活用して業務を変革する、
新たなビジネスを創出することを推進する人財向けの教育

既存ビジネス

新規ビジネス

ＤＸプロデューサー
コース

データサイエンティスト

AI/IoTエンジニア

ノーコード・ローコード開発

ＤＸテクニカル
プランナーコース
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データ利活用基盤の構築施策の具体例

機能・業務ごとに分散するデータを集約し、プロセスをワンストップで繋げ

さらなる価値づくりを促進するデータ利活用基盤を構築する

分析・活用 マーケット情報の収集

サステナビリティ

経営

意思
決定支援
データ

お客さま
データ等

データ利活用基盤

・部門横断の連携強化に向けた業務プロセス再定義

・新プロセス定着のための
企業風土・文化の変革とルール・制度の策定・運用

マーケ
ティング
戦略

技術戦略

人財戦略

グループ
経営戦略

サプライ
チェーン

戦略

グローバル
戦略

各事業の業務プロセス

事業活動データ お客様・社会
の本質的ニーズ



Fin
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